
  
靭性の向上を目的とした高強度鉄筋ウルボン 1275 による柱および杭の設計施工法に関する

技術評価で、2009年 7月（財）土木学会の技術評価証（Nｏ．0004号）を取得いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●ウルボンウルボンウルボンウルボン１２７５１２７５１２７５１２７５についてについてについてについて    

ウルボン 1275 は高周波熱処理を施して製造される表面にらせん溝形状の高強度鉄筋です。

ウルボン 1275 は降伏点強度が 1275Ｎ/mm2であり、ＪＩＳＧ3137 の細径異形ＰＣ鋼棒の規格を

準用して製造されています。 

ウルボンの機械的性質ウルボンの機械的性質ウルボンの機械的性質ウルボンの機械的性質    

降伏点（N/ mm2） 引張強さ（N/ mm2） 伸び（％） 

1，275以上 1，420以上 7.0以上 

ウルボンの諸元ウルボンの諸元ウルボンの諸元ウルボンの諸元    

呼び名 
公称径 

ｄ(mm) 

公称断面積 

(mm2） 

単位重量 

（㎏／m) 

U7.1 

U9.0 

U10.7 

U12.6 

U15.0 

U17.0 

U19.0 

7.1 

9.0 

10.7 

12.6 

14.7 

16.5 

18.5 

40 

64 

90 

125 

170 

214 

269 

0.315 

0.500 

0.710 

0.980 

1.33 

1.68 

2.11 

●●●●溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋についてについてについてについて    

 

    

    

    

    

    

呼び名 
外 径 厚 み 

D 最小値 最大値 W 公差 

U7.1 

U9.0 

U10.7 

U12.6 

20 

24 

29 

31 

16 

19 

24 

26 

20 

24 

29 

31 

2.5 

2.5 

3.5 

4.1 

 

±1.0 
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□特長□特長□特長□特長 ①1275N/mm2では業界初の高強度溶接閉鎖形せん断補強鉄筋です 

 ②フックがないため、重量の軽減が可能です。 

 ③作業性に優れ、施工性の向上が図れます。 

＊U15,U17,U19は、溶接できません。 



●●●●ウウウウルボンルボンルボンルボン１２７５１２７５１２７５１２７５加工形状加工形状加工形状加工形状についてについてについてについて    

ウルボン 1275 の加工は弊社工場のみでの加工となります。断面寸法が大きい場合（角：1200×1200

を超える、円形：φ2600 を超える）の加工寸法については弊社までご相談下さい。（加工形状は下図参

照） 

【基本加工形状】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【呼び名別、加工可能形状一覧】 

 

呼び名 溶接閉鎖形 フック付形 スパイラル形 

U7.1 

U9.0 

U10.7 

U12.6 

U15.0 

U17.0 

U19.0 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

円形フック付筋のみ可能 

同上 

同上 

○ 

○ 

○ 

○ 

円形スパイラル筋のみ可能 

同上 

同上 

    

角形フック付筋

サブタイ

溶接閉鎖形

一筆書きフック付筋

（マルチ形）

一筆書きフック付筋

（マルチ形）

円形フック付筋

サブタイ

角スパイラル筋 円形スパイラル筋

スパイラル形

一筆書きスパイラル筋

（マルチスパイラル形）

一筆書きスパイラル筋

（マルチスパイラル形）

フック付形

溶接閉鎖形筋

溶接 部



部材断面 

●●●●仮定部材断面仮定部材断面仮定部材断面仮定部材断面（（（（柱柱柱柱））））でのせんでのせんでのせんでのせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋のののの重量比較重量比較重量比較重量比較    

【比較概要】【比較概要】【比較概要】【比較概要】    

部材断面を右図と仮定し、せん断補強鉄筋に SD390 を使用した場

合とウルボン 1275を使用した場合の設計結果を以下に示します。    

●
wb ×D＝1100×1100 ●Fｃ：27N/mm2 ●●●●せん断スパン比：3.0 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

【設計せん断耐力の計算例】【設計せん断耐力の計算例】【設計せん断耐力の計算例】【設計せん断耐力の計算例】 

 
UB1275 

の場合 

SD390 

の場合 
 

UB1275 

の場合 

SD390 

の場合 

ｆ’ｃｋ(N/mm
2
) 27 M0（ｋN・m） 539 

ｆwyd(N/mm
2
) 1275 390 Mud（ｋN・m） 3005 

ｂw（mm） 1100 βn 1.36 

ｄ（mm） 1100 βa 1.00  

Ss（mm） 125 100 βw 1.15 － 

a/d 3.0 Aw 500 1146 

ｆvcd(N/mm
2
) 0.55 pw 0.0036 0.0104 

βd 1.00 α 1.0 － 

As 5559 γb Vcd：1.3 Vsd：1.2 Vcd：1.3 Vsd：1.1 

pν 0.0051 Vcd(kN) 502.4 

βp 0.80 α・Vsd(kN) 3677 3515 

N’d(kN) 2940 Vyd＝Vcd＋α・Vsd(kN) 4197 4017 

＊SD390は、α＝1.0 として算出しています。 
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【せん断補強鉄筋：SD390】 
鉄筋量 ：4－D19＠100 
鉄筋比 ：0.01042 
重量比 ：1.00 
(SD390を 1.00 とする) 

【せん断補強鉄筋：ウルボン 1275】 
鉄筋量 ：4－U12.6＠125 
鉄筋比 ：0.00364 
重量比 ：0.37 
(SD390を 1.00 とする) 

せん断補強鉄筋の重量比較で（せん断補強鉄筋の重量比較で（せん断補強鉄筋の重量比較で（せん断補強鉄筋の重量比較で（SD390SD390SD390SD390→ウルボン→ウルボン→ウルボン→ウルボン 1275127512751275））））：：：：約約約約 63636363％ダウン％ダウン％ダウン％ダウン 
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βw は中間せん断補強鉄筋がない場合は 1.0 、ある場合は 1.15 としてよい。 

ｆvcd,βd,βp,βn は、土木学会「コンクリート標準示方書 設計編」と同様とする。 
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Vsd を求めるときの γb は、1.2 とする。 

ただし、β<1.0 となる場合は、1.0 とする。 

【数式【数式【数式【数式】】】】 



●●●●ウルボンウルボンウルボンウルボン１２７５１２７５１２７５１２７５    せんせんせんせん断耐力評価式断耐力評価式断耐力評価式断耐力評価式のののの特徴特徴特徴特徴    

①①①①せんせんせんせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋のののの設計降伏強度設計降伏強度設計降伏強度設計降伏強度のののの上限上限上限上限（（（（制限制限制限制限））））のののの撤廃撤廃撤廃撤廃    

⇒⇒⇒⇒鉄道鉄道鉄道鉄道・・・・土木共通土木共通土木共通土木共通のののの 400400400400ＮＮＮＮ////㎜㎜㎜㎜ 2222（（（（鉄道鉄道鉄道鉄道：：：：25Fc25Fc25Fc25Fc））））をををを 1275127512751275ＮＮＮＮ////㎜㎜㎜㎜ 2222 にできるにできるにできるにできる！！！！    

＊＊＊＊FFFFｃｃｃｃがががが 60606060ＮＮＮＮ////㎜㎜㎜㎜ 2222 以上以上以上以上のののの場合場合場合場合、、、、せんせんせんせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋のののの設計降伏強度設計降伏強度設計降伏強度設計降伏強度はははは 800800800800ＮＮＮＮ////㎜㎜㎜㎜ 2222 とされておりますとされておりますとされておりますとされております。。。。    

②②②②せんせんせんせん断断断断スパンスパンスパンスパン比比比比（（（（    ａ／ｄａ／ｄａ／ｄａ／ｄ    ））））2.02.02.02.0 のののの制限制限制限制限がががが    ⇒⇒⇒⇒    1.51.51.51.5 にできるにできるにできるにできる！！！！    

【【【【開発経緯開発経緯開発経緯開発経緯とととと技術内容技術内容技術内容技術内容】】】】    

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート部材部材部材部材にににに高強度高強度高強度高強度のせんのせんのせんのせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋をををを用用用用いたいたいたいた場合場合場合場合にはにはにはには、、、、せんせんせんせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋がががが降伏降伏降伏降伏するするするする以前以前以前以前

にににに最大耐力最大耐力最大耐力最大耐力にににに達達達達するするするする場合場合場合場合があることがあることがあることがあること等等等等からからからから、、、、現行現行現行現行のコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリート標準示方書等標準示方書等標準示方書等標準示方書等のののの規準規準規準規準ではせんではせんではせんではせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋

のののの降伏強度降伏強度降伏強度降伏強度にににに制限制限制限制限がががが設設設設けられていますけられていますけられていますけられています。。。。またまたまたまた、、、、鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート部材部材部材部材にににに要求要求要求要求されるされるされるされる耐力耐力耐力耐力やややや変形性能変形性能変形性能変形性能のののの向上向上向上向上

によりによりによりにより、、、、せんせんせんせん断補強鉄筋量断補強鉄筋量断補強鉄筋量断補強鉄筋量がががが増加増加増加増加しししし、、、、配筋配筋配筋配筋はははは過密過密過密過密なななな状況状況状況状況にありますにありますにありますにあります。。。。    

このようなこのようなこのようなこのような背景背景背景背景からからからから、、、、ウルボンウルボンウルボンウルボン 1275127512751275 をををを用用用用いることはいることはいることはいることは設計設計設計設計のののの自由度自由度自由度自由度がががが増増増増すだけでなくすだけでなくすだけでなくすだけでなく、、、、鉄筋量鉄筋量鉄筋量鉄筋量のののの減少減少減少減少によりによりによりにより過過過過

密配筋密配筋密配筋密配筋をををを避避避避けてけてけてけて適正適正適正適正なななな配筋間隔配筋間隔配筋間隔配筋間隔をををを保保保保つことがつことがつことがつことが可能可能可能可能になるとになるとになるとになると考考考考えますえますえますえます。。。。本指針本指針本指針本指針ではではではでは既往既往既往既往のののの実験結果実験結果実験結果実験結果をををを解析解析解析解析

しししし、、、、大型大型大型大型のののの実験結果実験結果実験結果実験結果もももも加加加加えてえてえてえて高強度鉄筋高強度鉄筋高強度鉄筋高強度鉄筋のののの強度強度強度強度をををを適切適切適切適切にににに評価評価評価評価しししし、、、、安全安全安全安全にににに設計設計設計設計・・・・施工施工施工施工できるようにいたしましできるようにいたしましできるようにいたしましできるようにいたしまし

たたたた。。。。    

本指針本指針本指針本指針のののの設計設計設計設計せんせんせんせん断耐力評断耐力評断耐力評断耐力評価式価式価式価式ではではではでは、、、、設計降伏強度設計降伏強度設計降伏強度設計降伏強度がががが 1275127512751275ＮＮＮＮ/mm/mm/mm/mm2222 のせんのせんのせんのせん断補強筋断補強筋断補強筋断補強筋をををを用用用用いたいたいたいた場合場合場合場合をををを

対象対象対象対象としておりとしておりとしておりとしており、、、、現行現行現行現行のコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリート標準示方書標準示方書標準示方書標準示方書とととと同様同様同様同様、、、、コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの耐力耐力耐力耐力とととと補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋のののの耐力耐力耐力耐力のののの累加累加累加累加でででで表表表表ささささ

れますれますれますれます。。。。そしてそしてそしてそして、、、、補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋のののの耐力耐力耐力耐力をせんをせんをせんをせん断補強筋比断補強筋比断補強筋比断補強筋比、、、、コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート強度及強度及強度及強度及びせんびせんびせんびせん断断断断スパンスパンスパンスパン比比比比のののの影響影響影響影響をををを考慮考慮考慮考慮しししし

てててて定定定定めるめるめるめる係数係数係数係数によりによりによりにより補正補正補正補正することですることですることですることで、、、、せんせんせんせん断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋断補強鉄筋がががが降伏降伏降伏降伏するするするする前前前前にににに部材部材部材部材がせんがせんがせんがせん断破壊断破壊断破壊断破壊するするするする場合場合場合場合についてについてについてについて

もももも、、、、安全安全安全安全にせんにせんにせんにせん断耐力断耐力断耐力断耐力をををを評価評価評価評価できるできるできるできる式式式式となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。    

    

●●●●ウルボンウルボンウルボンウルボン１２７５１２７５１２７５１２７５をををを使用使用使用使用したしたしたした場合場合場合場合のメリットのメリットのメリットのメリット    

1.1.1.1.経経経経    済済済済    設設設設    計計計計・・・従来従来従来従来のせんのせんのせんのせん断補強筋量断補強筋量断補強筋量断補強筋量をををを概概概概ねねねね 60606060％％％％程度削減程度削減程度削減程度削減できできできでき、、、、経済設計経済設計経済設計経済設計がががが可能可能可能可能ですですですです。。。。 

 

2222....施工・施工・施工・施工・品質品質品質品質の向上の向上の向上の向上・・・過密配筋過密配筋過密配筋過密配筋のののの解消解消解消解消でででで施工施工施工施工がががが軽減軽減軽減軽減されされされされ、、、、ｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄの打設打設打設打設がががが容易容易容易容易になりますになりますになりますになります。。。。    

                                                            フレアーフレアーフレアーフレアー溶接溶接溶接溶接をしないためをしないためをしないためをしないため、、、、雨天日雨天日雨天日雨天日のののの施工施工施工施工がががが可能可能可能可能ですですですです。。。。    

                                                            工期工期工期工期がががが短縮短縮短縮短縮されされされされ、、、、施工費用施工費用施工費用施工費用がががが低減低減低減低減されますされますされますされます。。。。    

●本設計法本設計法本設計法本設計法のののの適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

    
①主な対象構造物 ：コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度がががが 21212121～～～～88880000ＮＮＮＮ/mm/mm/mm/mm2222 のののの鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート造造造造のののの柱柱柱柱およびおよびおよびおよび杭杭杭杭（（（（土土土土

木構造物木構造物木構造物木構造物））））がががが対象対象対象対象ですですですです。。。。    

②せん断スパン比 ：せんせんせんせん断断断断スパンスパンスパンスパン比比比比はははは 1.51.51.51.5 以上以上以上以上ですですですです。。。。 

③そ の 他 ：このこのこのこの指針指針指針指針にににに示示示示していないしていないしていないしていない事項事項事項事項についてはについてはについてはについては、、、、コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート標準示方書標準示方書標準示方書標準示方書によりますによりますによりますによります。。。。    
 

 

・本社建材営業課 東京都品川区東五反田 2－17－1 オーバルコート大崎マークウエスト 

 ＴＥＬ．03（3443）5445 ＦＡＸ．03（5488）7538 

・大阪営業所 大阪府大阪市北区天神橋 2－3－8ＭＦ南森町ビル 2階 

 ＴＥＬ．06（6353）7110 ＦＡＸ．03（6353）7124 


